
折り紙で考える「等分」 

 ― 定規を使わず、手軽に正確に分ける工夫 ― 

 

折り紙では、作品づくりの過程で「紙を等分する」場面がよくあります。定規を使わずに、でき

るだけ正確かつ手軽に等分できるようになると、折り紙はより自由で楽しいものになります。 

本講演では、偶数の等分に比べて難しいと感じられがちな「奇数の等分」をテーマに、折り紙を

使って実際に手を動かしながら体験的に理解し、生活の中で使える形で身につけることを目的と

します。 

数学的な定理の解説を主目的とはせずに「折るとできる」「結果として正確になる」という体験

を大切にした構成にしたいと考えています。理解することを実感できる「あーそうか！」の体験

を重視したいと考えています。 
 

概 要： 

偶数の等分が簡単に折り紙で実現できることを確認し、偶数に比べて奇数の等分が難しいこ

とを体験して、奇数の等分について説明します。 

本講演では、できるだけシンプルで実用的な方法を探ります。   

また、正方形だけでなく、長方形の紙にも応用できることを重視して説明します。 

参加者の皆様が、実際に紙を折って体験してもらい、日常の生活の中で折り紙の作品づくり

に使えるようになることを目指します。 
 

構 成： 

 ■ 等分のさまざまな方法の紹介 

  1．定規を使った方法 

  2．行線付きの紙を利用する方法 

  3．折り筋の交点を利用する方法 

   （3・5・7・11等分など） 

  4．目分量による方法 

   （一番よく使う3等分の実演） 
  

■ 実技 

・上記3.4.の方法を中心に、折り紙およびコピー用紙を使って実習 

・簡単な作品を折り、「等分が作品につながる」体験をする 
 

■ 受講者の方からもおすすめの等分方法を教えていただきたいです 

■ 講演中は、皆様からの質問を随時受け付けながら進めます 

  

ご用意いただきたい物： 

 ・折り紙（正方形）10枚程度 

 ・A4 または B5 などのコピー用紙 10枚程度 

 ・（あれば）確認用の定規 


